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確
か
に
、
日
本
の
寄
付
は
少
な

か
っ
た
。「
寄
付
白
書
２
０
１
０
」

（
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協
会
）に

よ
る
と
、
２
０
０
９
年
の
日
本
の

年
間
寄
付
総
額
は
約
１
兆
円
で
、

米
国
は
約
23
兆
円
。
そ
こ
に
は
20

倍
以
上
の
開
き
が
あ
っ
た
。

　

三
菱
総
研
が
発
表
し
た
寄
付
金

総
額
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
統
計
で

は
、
ト
ッ
プ
は
米
国
で
１
・
85
％
。

２
位
が
イ
ス
ラ
エ
ル
１
・
34
％
、

３
位
は
カ
ナ
ダ
１
・
17
％
だ
。
日

本
は
０
・
22
％
で
29
位
。
ア
フ
リ

カ
諸
国
に
も
後
れ
を
取
っ
た
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で
明

ら
か
に
風
向
き
が
変
わ
っ
た
。
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
社
長
の
孫
正
義
の

１
０
０
億
円
を
筆
頭
に
、
フ
ァ
ー

ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
会
長
兼
社
長

の
柳
井
正
に
よ
る
10
億
円
な
ど
多

額
の
寄
付
が
相
次
い
だ
ほ
か
、
小

学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
市

民
が
浄
財
を
投
じ
た
。

　

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団

に
よ
る
と
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
の「
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
」
の

レ
ジ
横
に
置
か
れ
る
寄
付
箱
へ
の

投
入
額
は
、
震
災
を
機
に
１
店
舗

当
た
り
80
円
か
ら
２
０
０
円
に
急

増
し
た
。

　

寄
付
の
活
性
化
は
、
一
時
的
な

災
害
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
民
間
団
体
が
公

共
セ
ク
タ
ー
の
一
翼
を
担
う「
新

し
い
公
共
」
の
観
点
か
ら
も
重
要

だ
。
福
祉
、
教
育
、
地
域
活
性
化

な
ど
社
会
問
題
の
解
決
の
た
め
に

も
、
税
金
以
外
の
お
金
の
流
れ
を

作
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
民
主
党
政
権
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
と
税
制
を
改
正
し
、

２
０
１
２
年
度
か
ら
非
営
利
団
体

へ
の
寄
付
に
優
遇
税
制
を
導
入
す

る
。
そ
れ
ま
で
の
所
得
控
除
か
ら
、

ダ
イ
レ
ク
ト
に
税
額
を
軽
減
す
る

「
税
額
控
除
」
の
導
入
や
、
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
条
件
緩
和
な
ど
が
骨
子
だ
。

（
20
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

こ
れ
ま
で
日
本
の
寄
付
が
海
外

に
比
べ
て
少
な
か
っ
た
の
は
、
税

制
面
で
の
立
ち
遅
れ
も
否
定
は
出

来
な
い
が
、
む
し
ろ
寄
付
を
募
る

側
に
心
理
学
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
観
点
が
欠
け
て
い
た
の
が
大
き

い
。

　

こ
の
点
を
、
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ

寄
付
の
経
営
学 

寄
付
の
心
理
学

米
の
寄
付
は
日
本
の
20
倍

善
意
の
循
環
へ

戦
略
で
競
お
う

　
日
本
の
寄
付
文
化
は
遅
れ
て
い
る

─
。
そ
う
言
わ
れ
て
久
し
か
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災

で
は
多
く
の
浄
財
が
世
の
中
に
あ
ふ
れ
出
た
。こ
れ
を
一
時
の
ブ
ー
ム
に
終
わ
ら
せ
ず
、「
善
意
」

を
お
金
と
し
て
循
環
さ
せ
る
た
め
に
は
、寄
付
す
る
側
も
、集
め
る
側
も
新
た
な
戦
略
が
必
要
だ
。

森 

摂（
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
）、
吉
田
広
子
、
赤
坂
祥
彦（
編
集
部
）

長
光
大
慈
、
岩
下
慶
一（
シ
ア
ト
ル
）、
冨
久
岡
ナ
ヲ（
ロ
ン
ド
ン
）

FEATURE  STORY 

イ
ジ
ン
グ
協
会
常
務
理
事
の
鵜
尾

雅
隆
は
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

①「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る

た
め
に
募
金
し
て
く
だ
さ
い
」

②「
子
ど
も
た
ち
が
飢
え
に
苦
し

ん
で
い
ま
す
」

「
心
理
学
の
実
験
に
よ
る
と『
気

分
の
良
い
人
』
は
比
較
的
①
の
問

い
掛
け
に
反
応
し
、『
気
分
の
落
ち

込
ん
で
い
る
人
』
は
②
の
問
い
掛

け
に
寄
付
を
行
う
よ
う
で
す
。
こ

う
し
た
現
象
を「
気
分
一
致
効
果
」

と
言
い
ま
す
。「
事
業
に
成
功
し
て

い
る
人
に
対
し
て
寄
付
を
お
願
い

す
る
な
ら『
成
功
』の
イ
メ
ー
ジ
で

　世界中に衝撃を与えた東日本大震災。私たち日本人の

価値観や行動にも大きな変化をもたらしつつあるように

見える。

　その顕著な例が寄付やボランティアなど、利他的な行

動の急増だ。震災直後の４月下旬にgooリサーチが行った

調査では、実に８割程度の人が募金や寄付をしたと回答

した。前年も寄付をした経験のある人は５割なので、震災

をきっかけに３割の寄付初体験者が誕生したことになる。

　キリスト教の伝統のある欧米と比較すると、日本には

寄付の文化がなかったとされる。事実、寄付白書2010に

よると、09年に寄付をした人は約３人に1人の36.6％

だった。同年の寄付総額の対GDP比は米国は1.87％、英

国で0.87％に対し、日本はわずか0.22％にとどまった。

　しかし、今回の震災をきっかけに、日本に本格的な寄付

文化が誕生すると期待して良い。その根拠として価値観

の変化があげられる。シタシオンジャパンが実施した意

識調査によると、今後の社会生活で重要と考えることと

して「他人を思いやる心」「他人との助け合い」「環境への

配慮」が、８割以上の支持を集めた。「経済成長」や「グロー

バル化」より高い数字だった。

　寄付など利他的な経済活動の背景には、利他的な価値

観が人々に浸透しつつある。また今回初めて寄付したり

ボランティアに参加した人も多かったが、利他的な行動

は、やってみて初めて、「自分が与えて損した」と感じるよ

り、与える自分が満足や幸福を与えられたことに気がつ

いた人も多いのではないか。

　今まで私たちは、市場経済の中で競争しながら自分の利

益を最大化するという新古典派経済学の「前提」を信じ過

ぎてきたのではないか。50年以上、150カ国におよぶギャ

ラップ社の幸福度調査によると、人は自分のためより、プ

レゼントに金を使った方が喜びが大きいという。

　リーマンショックなどを通じて市場至上主義には疑問

が呈されたが、今回の大震災をきっかけに、自らの生き方

を見直す人が増えた。そして、人生で追求すべきは人々の

幸せであり、そのためには寄付など従来「非合理的」とさ

れてきた利他的な経済行動も重要ということを改めて認

識する人が増えたのではないか。

「自己利益の最大化」から「利他」へ

河口真理子
大和総研 環境・CSR調査部長

上・日本ユニセフ協会の担当者に募金の目録を手渡す長谷部誠選手（提供：同協会）
右・ヤマトホールディングスは、集めた寄付金で被災地向けの復興支援を始めた

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
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